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30
回
目
の
夏
を
迎
え
る

　
夏
の
全
国
高
等
学
校
女
子
硬
式
野
球

選
手
権
大
会
（
以
下
「
選
手
権
大
会
」）

は
今
大
会
で
30
回
目
を
迎
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
丹
波
市
で
女
子
高
校
野
球
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ピ
ア
い
ち
じ
ま
（
現
在
の
つ
か
さ
グ
ル

ー
プ
い
ち
じ
ま
球
場
）
の
竣
工
を
記
念

し
て
平
成
12
年
に
開
催
さ
れ
た
、
第
１

回
全
国
高
等
学
校
女
子
硬
式
野
球
選
抜

大
会
（
以
下
「
選
抜
大
会
」）
が
き
っ
か

け
で
す
。

　
そ
の
後
、
選
抜
大
会
は
関
東
で
の
開

催
に
な
り
ま
し
た
が
、
夏
の
選
手
権
大

会
は
、
平
成
16
年
の
第
８
回
大
会
か
ら

今
大
会
ま
で
丹
波
市
が
継
続
し
て
開
催

地
と
な
り
、「
女
子
高
校
野
球
の
聖
地
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
　
出
場
チ
ー
ム
は

過
去
最
多
の
70
チ
ー
ム

　
平
成
９
年
に
東
京
都
で
第
１
回
選
手

権
大
会
が
開
催
さ
れ
た
と
き
は
、
出
場

チ
ー
ム
は
わ
ず
か
５
チ
ー
ム
で
し
た
。

そ
の
後
も
出
場
チ
ー
ム
が
増
え
な
い
時

期
が
続
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
女
子
野

球
人
気
の
高
ま
り
も
後
押
し
し
、
大
幅

に
出
場
校
が
増
え
、
今
大
会
は
過
去
最

多
の
70
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
す
。

　
出
場
チ
ー
ム
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、

令
和
５
年
か
ら
淡
路
市
と
の
分
割
開
催

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
も
２
市
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

阪
神
甲
子
園
球
場
で
の

決
勝
戦
開
催

　
多
く
の
女
子
野
球
選
手
や
大
会
関

係
者
の
悲
願
で
あ
っ
た
、「
甲
子
園
で

の
開
催
」
が
つ
い
に
令
和
３
年
の
決

勝
戦
の
舞
台
で
実
現
し
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
と
で
女
子
高
校
野
球
は
大

き
な
注
目
を
浴
び
、
一
躍
有
名
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
夏
も
日
本
一
を
目
指
し
た
熱
い

戦
い
が
、
丹
波
市
で
連
日
開
催
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
球
場
に
足
を
運
び
、
選

手
た
ち
の
全
力
プ
レ
ー
を
目
に
焼
き

付
け
て
く
だ
さ
い
。

女子高校野球の聖地女子高校野球の聖地

丹波の熱い夏 開幕！丹波の熱い夏 開幕！
第30回記念全国高等学校女子硬式野

球選手権大会
第 30回記念全国高等学校女子硬式野

球選手権大会
第 30回記念全国高等学校女子硬式野

球選手権大会

丹波市
女子野球タウンロゴ 丹波市で行われた野球教室 女子野球タウン認定式

丹波市は女子野球タウンに
認定されています！

女子野球タウンとは、女子野球をプロモーションとして活用し、地
域活性化を目指す自治体のことを言い、丹波市は、令和４年に女子
野球タウンに認定されています。今後も全日本女子野球連盟と連携
し、女子野球の普及と地域活性化に努めていきます。

■ 期     間 ：７月 18日（土）～ 8月１日（土）
                  ※丹波会場は 7月 26日（日）まで、予備日：７月 27日（月）
■ 会     場 ：【丹波】つかさグループいちじま球場、春日スタジアム
　　　　      【淡路】ReFill スタジアム、 淡路佐野運動公園第 2 野球場
■ 開 会 式 ：７月 18日（土）８時 30分 つかさグループいちじま球場
■ 問合せ先 ：文化・スポーツ課（春日住民センター内 )☎88‐5057 ID 13152 トーナメント表

ダウンロード
全日本女子野球連盟
ホームページ

丹波会場では選手たちの熱い戦いを
全試合無料で観戦できます！
ぜひ、来場ください！

温かい声援も
よろしくお願いします！

第 30回記念全国高等学校女子硬式野球選手権大会概
要

よろしくお願いします！
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新
聞
で
女
子
高
校
野
球
の
存
在
を
知

り
、
第
２
回
選
手
権
大
会
か
ら
東
京
ま

で
行
き
、
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
第
１
回
の
選
抜
大
会
を
市
島

町
で
開
催
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の

後
も
町
を
あ
げ
て
開
催
を
後
押
し
て
き

た
歴
史
が
あ
る
。

女
子
高
校
野
球
の
魅
力

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
選
手
た
ち
が
き
び

き
び
と
行
動
し
、
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を

し
て
く
れ
る
の
で
、
見
て
い
る
と
気
持
ち

が
い
い
。
プ
レ
ー
の
レ
ベ
ル
も
昔
と
比
べ

る
と
各
段
に
あ
が
っ
て
お
り
、
男
子
と
比

べ
て
も
遜そ

ん
し
ょ
く色
な
い
プ
レ
ー
を
し
て
い
る

の
で
試
合
も
と
て
も
見
応
え
が
あ
る
。

今
後
に
期
待
す
る
こ
と

甲
子
園
で
の
開
催
が
実
現
し
、
知
名

度
は
一
気
に
上
が
っ
た
。
さ
ら
に
女
子

野
球
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
こ
と
で
、

今
以
上
に
女
子
た
ち
が
、「
野
球
を
や

り
た
い
」
と
気
軽
に
言
え
る
時
代
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
も
っ
と
多
く
の

人
が
現
地
に
観
戦
に
来
て
、
女
子
高
校

野
球
の
魅
力
に
触
れ
て
ほ
し
い
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

　
な
ん
と
言
っ
て
も
、
は
じ
め
て
甲
子
園

で
の
決
勝
戦
が
実
現
し
た
こ
と
。
メ
デ
ィ

ア
の
注
目
度
も
大
き
く
な
り
、
参
加
チ
ー

ム
も
増
え
た
。
大
会
に
臨
む
選
手
た
ち
に

と
っ
て
も
明
確
な
目
標
が
で
き
た
と
思
う
。

女
子
高
校
野
球
の
魅
力

出
場
チ
ー
ム
が
増
え
る
に
つ
れ
一
気
に

選
手
た
ち
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
と
感
じ

て
い
る
。
ス
タ
ン
ド
か
ら
の
応
援
も
す
ご

い
熱
量
を
感
じ
る
。
観
戦
に
来
た
こ
と
が

な
い
人
は
ぜ
ひ
一
度
球
場
の
雰
囲
気
を
感

じ
て
ほ
し
い
。

今
後
に
期
待
す
る
こ
と

多
く
の
人
の
支
え
が
あ
り
、
豪
雨
災
害

な
ど
困
難
な
時
期
も
乗
り
越
え
て
続
け
ら

れ
て
き
た
女
子
高
校
野
球
だ
が
、
当
初
か

ら
の
関
係
者
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
の

で
、
選
手
た
ち
の
プ
レ
ー
を
観
て
女
子
高

校
野
球
を
好
き
に
な
っ
た
人
達
が
サ
ポ
ー

ト
す
る
側
に
回
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
。

30
回
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
が
、
伝
統

の
あ
る
選
手
権
大
会
が
今
後
も
40
回
・
50

回
と
長
く
続
い
て
ほ
し
い
。

1997 年
（平成９年）

2004年
（平成16年）

2014年
（平成26年）

2021年
（令和３年）

2026年
（令和８年）

第１回選手権大会が
東京都で開催

丹波市で第８回選手権大会
が開催（写真①）

参加チームが増えない厳し
い時代が続く

関東や東北でも女子野球を
普及させるため、選抜大会
を関東へ移管

選手権大会決勝戦を阪神甲子
園球場で初開催（写真③）

堀秀
ひでまさ
政さん（元全国高等学校女子硬式

野球連盟事務局長）

坂谷高
たかよし
義さん（元全国高等学校女子硬式

野球連盟会長）

出場チームが 50を超える。
淡路市との分割開催を実施

第 30回選手権記念大会

丹波市豪雨災害発生。関西圏
のチームがボランティアで会
場周辺の整備を行う（写真②）

スポーツピアいちじまの竣工記念
で第 1回選抜大会を丹波市で実施

はじめて丹波市で開催された第８回
選手権大会で優勝した神村学園（鹿
児島県）の選手たち。参加校は 10校
だった。（写真①）

丹波市豪雨災害で会場のスポーツピア
いちじまのグラウンドに積み上げられ
た土砂や流木。丹波市での開催が危ぶ
まれたが、春日スタジアムで開催を行
った。（写真②） 甲子園でのはじめての決勝戦。優勝が決まりマウンド

に駆け寄る神戸弘陵高校の選手たち（写真③）

2000年
（平成 12年）

2016年
（平成 28 年）

2023年
（令和５年）

～ 30 年の歴史を振り返る～
女子高校野球

丹波市で選抜大会を初めて開催した当時から支えてきた、元全国高等学校女子硬式野球連盟の堀秀政
さんと、坂谷高義さんのインタビューを通じ、これまでの女子高校野球の歴史を振り返りました。
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